
  

【
作
者
】
木
戸
孝
允
（
一
八
三
三
～
一
八
七
七
年
）
（
天
保
四
年
～
明
治
十
年
）
・
長
州
藩
出
身
。
幕
末
～
明
治
は
じ
め
の
志
士
・
政
治
家
。
長
州
藩
を
代
表
し
て
薩
長
同
盟

を
締
結
し
、
倒
幕
に
向
か
う
時
代
の
流
れ
を
決
定
づ
け
た
。
維
新
後
は
明
治
政
府
の
最
高
実
力
者
の
一
人
と
し
て
数
々
の
改
革
を
主
導
し
、
維
新
三
傑
の
ひ
と
り

と
評
さ
れ
る
。
漢
詩
に
つ
い
て
は
早
く
か
ら
そ
の
才
能
を
発
揮
し
、
十
代
の
頃
す
で
に
藩
主
の
前
で
即
興
の
詩
を
披
露
し
褒
章
を
受
け
た
と
い
う
。
名
字
は
も
と
も

と
「桂
」だ
が
（七
歳
の
と
き
桂
家
の
養
子
と
な
っ
た
）、
慶
應
二
年
に
長
州
藩
主
毛
利
敬
親
か
ら
「木
戸
」の
名
字
を
賜
っ
た
。
小
五
郎
は
通
称
、
孝
允
は
諱
で
あ
る
。 

【語
釈
】＊
才
子…

才
能
の
あ
る
人
物
。
秀
才
。  

＊
恃
才…

才
能
を
た
の
ん
で
う
ぬ
ぼ
れ
る
。  

 

＊
守
愚…

か
し
こ
ぶ
ら
ず
、
自
分
が
愚
か
で
あ
る
こ
と
を
謙
虚
に
認
め
る
。
＊
他
日…

後
日
。
将
来
。 

【
通
釈
】
・
「た
ま
た
ま
出
来
た
詩
」
・
秀
才
は
自
分
の
才
能
を
た
よ
り
に
努
力
を
怠
り
、
バ
カ
は
自
分
が
バ
カ
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
て
努
力
す
る
。
だ
か
ら
若
い
時
代
は
秀

才
で
あ
る
よ
り
バ
カ
で
あ
る
ほ
う
が
い
い
、
見
て
み
た
ま
え
、
将
来
、
事
業
を
成
し
遂
げ
た
後
で
は
秀
才
は
秀
才
で
は
な
く
、
バ
カ
は
バ
カ
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
の
を
。 

【備
考
】韻
字
が
す
べ
て
同
一
の
字
（愚
）
で
、
「才
」と
「
愚
」の
二
字
が
そ
れ
ぞ
れ
五
回
ず
つ
、
「
不
」の
字
が
三
回
出
て
く
る
と
い
う
特
殊
な
詩
で
す
。
同
時
重
出
を
避
け
る
近

体
詩
の
ル
ー
ル
か
ら
は
は
ず
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
詩
の
場
合
は
、
内
容
上
、
重
出
が
避
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
も
あ
り
、
レ
ト
リ
ッ
ク
と
し
て
十
分
認
め
ら

れ
る
で
し
ょ
う
。 


